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1　会計情報に対する問題意識 と会計情報シ ス テ ム

ASOBAT 以来 、 今 日ま で 会 計の 世界 、 あ る い は会 計に携わ る者の 間に は共通 の 問題意識が あ る 。 それは、

日進月歩の発展を続 ける情報技術をどの ように駆使 し、 意思決定者に対 して 、 有用な会計情報を提供する

か とい う問題である 。 こ の 問題意識は 、 会計担当者に対する役割期待を拡大させ るためには 、 有用な会計

情報シ ス テ ム の構築 、 運用を会計担当者の 責務とする必要 があるこ とを意味して い るの で はない だろうか 。

　本報国は 、 会 計情報シ ス テム を会計担当者に対する役割期待の 増大 を果た すため の 手段と位置付け、ど

の ような会計情報シ ス テ ム を構築するこ とが 望ましい か につ い て 考察するこ とを目的と して い る 。

II 会計情報シ ス テ ム の 類型 と発展過程

　会計情報シ ス テ ムは情報技術の 進歩 と肩 を並 べ る形で そ の形態を変え て い るが 、

1
そ の 変化はお よそ以下

で 示すような順序にそ っ て い る と思われる 。 すなわち、まず、他業務情報シ ス テ ム との 連携がな い   単独

指向型会計情報システム か ら、 情報技術の進歩に よ り、 緩やか だが他業務との連携が とれ、 会計処理 の分

散化が可能とな っ た  分散ネ ッ トワ ーク型会計情報 シ ス テ ム へ と発展 した 。 そ して 、 近 年 で は 、 各業務情

報シ ス テ ムが統合型ヂータ ベ ース を介 して 結合され て い る統合型経営情報シ ス テ ムが注 目され 、 実際に企

業によ っ て運用 されてお り、 会計情報シ ス テ ムは  統合型経営情報シ ス テ ム内のサ ブシステム として機能

するに至 っ て い る 。

皿　サ ブシ ス テムか単
一

システムか

　サ ブシ ス テ ム としての会計情報 シ ス テ ム は、他業務情報シ ス テ ム との連携に より、経営環境の 変化が要

請 する組織の 変更や、 ビジネス ・プ ロ セ ス ・リエ ン ジ ニ ア リン グへ の 要請に ともなう新たな意思決定目的

に柔軟に対応する ことを 目的と して い る 。 ただ し、 今後、 新た な意思決定 目的が生 じた場合 、 新たな意思

決定 目的を支援するようなサブ シス テム を追加 しなくてはならない 。 サブシス テム の追加が コ ス トやその

他の運用上 の 理由に よ り果たせ なか っ た場合 、 サブシ ス テ ム として の 会計情報シ ス テ ム の 有用性は低下す

る と思われる 。

　で は、サブシ ス テム で はな く、単一
形 態の シ ス テ ム で全て の 情報利用 目的に応える こ との で きる会計情

報シ ス テ ムは存在する の だろうか 。 HoUander　et　al．［2000］で 提唱されて い る REAL （Resource　Event

Agent 　Location）シ ス テ ム はそ の 可能性 を持 っ て い る 。　RE 真L シ ス テ ム は Sorterの 事象理論か ら発展 して

い る会計データ ・モデル研究の
一

つ であ り、 データ ベ ース に ビジネス ・プ ロ セ ス に関するデー
タを保存 し、

情報の 生成に関 して は意思 決定者に そ の権限を与 えて い るシ ス テ ム で あ る 。

どの ような会計情報シ ス テ ム を構築するか は 、 様々な問題を同時に考慮せ ねばな らない ため 、

一
概に

言えない 。 しか し、単独指向ある い は分散ネ ッ トワ
ーク型の シス テ ム と して会計情報 システ ム が機能

する には限界があるため 、 今後は会計情報システ ムが統合型構報システ ム 内の サブシス テム として機

能すべ きか 、 単
一

の シス テ ム として 同様の機能を果た して い くシス テ ム を導入するか を比較検討する

必要が あるだ ろう。
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